
 

＜海上コンテナ（免税）による内貨輸送と CO2 削減認証＞ 

 

概要： 

輸出入により内陸に運ばれた海上コンテナの復路（または往路）にて国内貨物を運ぶ。 

その際生じる CO２クレジットをコスト参入する。 

 

現状と効果： 

昨年実績 2240 万 TEU の海上コンテナの陸上輸送のほぼ全量が片荷輸送。 

内貨ラウンド・ユースではコンテナ色合わせの必要がなくマッチング率は大幅に改善。 

国内事業者のコスト削減、人で不足解消、国内産業支援（特に農業分野）効果あり。 

結果的に２０２４年問題解決の一助とる。 

 

実施例： 

全酪連/宅急便貨物とのラウンド・ユースで調整中 

 

現状課題： 

税関の窓口によって平成 24 年法改正の周知が不十分。事前申告を要請される可能性あり。 

しかし、事前申請は不要。 

＊再確認先：横浜税関監視部、保全、取締役部門、遠藤様、電話 04-5212-6072 

https://www.customs.go.jp/hozei/m_container/leaflet_24-04.pdf 

 

 



 

CO2 削減認証書と計算シート 

 

 



 

＜海上コンテナのフリーユースによる無印化（シェアリング）＞ 

     

 

概要： 

船社の海外拠点別コンテナ過不足状況改善ニーズとCRU率向上のコラボ・ソリューション。

具体的には特定区間における海上コンテナをフリーユース、SOC 輸送、期間内、海外返却。 

フリーユースしたコンテナは SOC（荷主のコンテナ）として任意の船社で輸送可能。 

輸送完了後は空コンテナを所有船社バンプールに取り決め期間内に返却。 

 

目的・効果： 

船社の空コンテナのポート間（日本⇒中国）移動、インランド CRU 時の差し替えをゼロに。 

結果として CO２削減と労働効率アップ、ドライバー賃金向上と時短効果が期待できる。 

 

 

 

実施例： 

① 荷主企業：東北パイオニア、JUKI、３M 

② 船社：ワンハイ、NYK、KL、OOCL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

JR 盛岡デポでの S 社のケース： 

 



 

山形デポ利用での P 社のケース： 

 

 

関係者メリット、無印化の定義 

 



 

成立条件と手順、国内でのフローと注意点 

 

 

実施に当たっての詳細、留意点：NPO エスコットにご相談ください。 



 

＜位置情報とチャット機能で空走行トラックの可視化とマッチング＞ 

 

概要： 

空車時に以下の情報を開示。空にトラックの帰り荷集荷率向上。 

走行情報：向かう方向、速度、時刻 

車両情報：車両タイプ、画像 

属性情報：社名、所在地、連絡先、その他 

 

   

   



 

＜海水の鉛直攪拌による CO２吸収増と台風・豪雨制御装置開発＞ 

 

概要：波と風の力で海水を汲み上げる「波動式湧昇ポンプ」（製品名：オーシャンマドラ

ー）により低層冷水を海面に拡散。 

これにより酸素、CO2 の海水への溶存量向上、魚貝類の酸欠死防止、CO2 不足による藻

場被害が改善を行う。 

また、水蒸気の発生量を抑え、台風・豪雨の激甚化を抑制する。 

 

＊海面を覆う数センチの温水フタが CO2,O2 の溶存量を抑制する。 

   

  

＊夏の日中は 2.8℃の冷却効果を記録。  ＊水温が下がるほど溶存量が増加          

  

2024 年から一般販売開始。 

  



 

＜CO２排出量を 2030 年までの 30％削減する具体策＞ 

「太陽”熱“利用：家庭のエネルギーの６割は 42℃以下の低温熱」 

  

 

概要： 

太陽の電気ではなく熱に変換。これにより変換効率は約３倍に。 

日陰が多い都市部ではより高い効果あり。価格は太陽光発電の１/5 以下。 

熱こそエネルギーの主役！ 

 

＊NPO エスコットでは DIY キットで販売していますが矢崎、長府製作所，サンジュニア

等、日本メーカーも健在。 

   

 

＊詳細説明、ご相談は NPO エスコットへ。https://npo-escot.org/contact/    

https://npo-escot.org/contact/

